
第 71回全日本剣道選手権大会第 71回全日本剣道選手権大会
優勝した棗田龍介選手が記者インタビューに応える優勝した棗田龍介選手が記者インタビューに応える
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第
71
回
全
日
本
剣
道
選
手
権
大
会

棗
田
龍
介
（
広
島
）
が

棗
田
龍
介
（
広
島
）
が

初
出
場
で
大
会
制
覇
　

初
出
場
で
大
会
制
覇
　

　

剣
道
日
本
一
を
決
め
る
第
71
回
全
日
本
剣
道
選
手
権
大
会
（
主
催

＝
全
日
本
剣
道
連
盟
）が
11
月
３
日
、日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
。

大
会
に
は
各
都
道
府
県
の
予
選
を
勝
ち
上
が
っ
た
63
名
に
前
回
大
会

優
勝
者
を
加
え
た
計
64
名
が
出
場
し
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
争
わ

れ
た
。

　

決
勝
は
広
島
県
代
表
の
棗な
つ

田め
だ

龍
介
（
広
島
県
警
）
と
茨
城
県
代
表

の
松
﨑
賢
士
郎
（
筑
波
大
大
学
院
）
が
対
戦
。
延
長
戦
ま
で
も
つ
れ

た
戦
い
を
棗
田
が
小
手
で
制
し
、
第
62
回
大
会
の
竹
ノ
内
佑
也
以
来

９
年
ぶ
り
と
な
る
初
出
場
初
優
勝
の
快
挙
を
達
成
し
た
。
ま
た
、
広

島
県
勢
の
初
優
勝
で
も
あ
り
、
地
元
広
島
に
初
の
栄
冠
を
も
た
ら
し

た
。
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天皇杯を手にする棗田天皇杯を手にする棗田

決
勝
・
延
長
戦
で
棗
田
（
左
）
が
小
手
を
決
め
る

決
勝
・
延
長
戦
で
棗
田
（
左
）
が
小
手
を
決
め
る
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■
第
１
ブ
ロ
ッ
ク

　

前
回
大
会
優
勝
の
村
上
哲
彦
（
愛
媛
・

愛
媛
県
警
）
は
連
覇
の
期
待
が
か
か
る
も

の
の
、
選
手
権
初
出
場
の
鈴
木
龍
哉
（
千

葉
・
法
政
大
）
に
延
長
戦
の
末
、
面
を
決

め
ら
れ
敗
北
。
前
回
大
会
王
者
が
１
回
戦

で
姿
を
消
し
た
。
鈴
木
は
、
そ
の
後
の
試

合
も
勝
ち
上
が
り
、
準
々
決
勝
進
出
を
決

め
た
。

　

第
69
回
大
会
優
勝
の
星
子
啓
太
（
東

京
・
警
視
庁
）は
、１
回
戦
で
大
田
貢
平（
石

川
・
石
川
県
警
）、２
回
戦
で
柴
田
駿
介（
山

口
・
山
口
県
警
）、３
回
戦
で
小
角
朋
樹（
大

阪
・
大
阪
府
警
）
を
破
り
、
盤
石
の
強
さ

で
準
々
決
勝
ま
で
勝
ち
上
が
っ
た
。

　

準
々
決
勝
は
星
子
と
鈴
木
の
九
州
学
院

高
出
身
者
同
士
の
対
戦
。
序
盤
・

中
盤
と
緊
張
感
の
あ
る
鋭
い
攻
防

が
続
く
。
動
き
が
な
く
延
長
戦
で

勝
負
を
決
す
る
か
に
思
わ
れ
た

が
、
試
合
時
間
残
り
わ
ず
か
の
と

こ
ろ
で
、
星
子
が
鍔
迫
り
合
い
か

ら
離
れ
る
瞬
間
、
引
き
面
を
決
め

て
待
望
の
一
本
を
奪
い
勝
利
。
準

決
勝
進
出
を
決
め
た
。

■
第
２
ブ
ロ
ッ
ク

　

第
68
回
大
会
優
勝
の
松
﨑
は
、

内
は
10
月
24
日
に
行
わ
れ
た
全
国
警
察
剣

道
大
会
で
警
視
庁
の
大
将
を
務
め
、
代
表

戦
ま
で
も
つ
れ
こ
ん
だ
決
勝
戦
を
制
し
、

逆
転
優
勝
を
収
め
た
。
勢
い
に
乗
る
竹
ノ

内
は
、
１
・
２
回
戦
を
面
２
本
で
勝
利
を

収
め
る
。
３
回
戦
で
は
、
今
大
会
最
年
少

出
場
の
大
平
翔
斗（
栃
木
・
鹿
屋
体
育
大
）

と
対
戦
。
試
合
は
、
開
始
直
後
に
竹
ノ
内

が
面
で
先
取
し
、
そ
の
ま
ま
勝
利
。
準
々

決
勝
進
出
を
果
た
し
た
。

　

も
う
一
方
は
、
第
67
回
大
会
優
勝
の
國

友
鍊
太
朗
（
福
岡
・
福
岡
県
警
）
が
準
々

決
勝
に
駒
を
進
め
た
。

　

準
々
決
勝
は
、
竹
ノ
内
と
國
友
の
対

戦
。
試
合
開
始
８
秒
、
國
友
が
小
手
を
狙

っ
た
と
こ
ろ
で
竹
ノ
内
が
面
を
決
め
て
一

本
を
先
取
。
さ
ら
に
試
合
中
盤
で
は
、
再

１
回
戦
で
中
山
寛
大
（
福
岡
・
福
岡
県

警
）、
２
回
戦
で
三
浦
康
貴
（
兵
庫
・
兵

庫
県
警
）、
３
回
戦
で
山
下
雄
輔
（
三
重
・

三
重
県
警
）
を
下
し
準
々
決
勝
ま
で
勝
ち

上
が
る
。

　

準
々
決
勝
は
、
選
手
権
出
場
３
度
目
の

大
城
戸
知
（
大
阪
・
大
阪
府
警
）
と
の
対

戦
。
試
合
開
始
１
分
９
秒
、
両
者
間
合
い

を
探
り
合
う
展
開
か
ら
、
松
﨑
が
飛
び
込

み
面
を
決
め
、
一
本
を
先
取
す
る
。
大
城

戸
は
松
﨑
に
間
合
い
を
保
た
れ
続
け
、
思

う
よ
う
な
攻
め
が
で
き
ず
試
合
終
了
。
松

﨑
は
３
大
会
ぶ
り
の
準
決
勝
進
出
を
果
た

し
た
。

■
第
３
ブ
ロ
ッ
ク

　

第
62
回
大
会
優
勝
の
竹
ノ
内
佑
也
（
東

京
・
警
視
庁
）
に
注
目
が
集
ま
る
。
竹
ノ

第２ブロック・準々決勝第２ブロック・準々決勝
松﨑（左）が大城戸から面を奪う松﨑（左）が大城戸から面を奪う

◎
選
手
の
声

▽
ベ
ス
ト
８
・
鈴
木
龍
哉
選
手
（
21
）

　

星
子
選
手
は
高
校
の
先
輩
だ
っ
た
の

で
、
思
い
っ
き
り
い
こ
う
と
思
い
ま
し

た
。
自
分
が
気
を
抜
い
た
と
こ
ろ
を
打
た

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
自
分
に
予
選
で
負

け
て
選
手
権
に
出
ら
れ
な
か
っ
た
選
手
の

こ
と
を
考
え
る
と
、
ベ
ス
ト
８
で
満
足
し

て
は
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

▽
ベ
ス
ト
８
・
大
城
戸
知
選
手
（
39
）

　

打
た
れ
た
と
こ
ろ
は
何
も
で
き
な
か
っ

た
で
す
。
自
分
の
実
力
的
に
も
あ
れ
こ
れ

考
え
ず
出
し
切
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
が
、

一
枚
も
二
枚
も
松
﨑
選
手
が
上
手
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

▽
ベ
ス
ト
８
・
國
友
鍊
太
朗
選
手
（
33
）

　

今
の
実
力
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
剣

道
を
や
る
し
か
な
い
と
い
う
気
持
ち
で
試

合
に
臨
み
ま
し
た
。

▽
ベ
ス
ト
８
・
三
雲
悠
佑
選
手
（
34
）

　

剣
道
を
始
め
た
時
か
ら
、
テ
レ
ビ
で
観

て
い
た
舞
台
（
大
道
場
に
１
試
合
場
の

み
）
で
初
め
て
試
合
が
で
き
た
の
で
、
自

分
の
剣
道
人
生
に
お
い
て
、
い
い
経
験
に

な
り
ま
し
た
。
よ
う
や
く
ベ
ス
ト
16
の
壁

を
突
破
で
き
ま
し
た
が
、
悔
し
さ
も
残
り

ま
し
た
。

▽
前
回
優
勝
・
村
上
哲
彦
選
手
（
31
）

第１ブロック・準々決勝第１ブロック・準々決勝
星子（左）が鈴木の面を攻める星子（左）が鈴木の面を攻める
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び
國
友
が
小
手
を
攻
め
る
が
、
竹
ノ
内
が

素
早
く
面
を
合
わ
せ
勝
利
。
竹
ノ
内
は
こ

こ
ま
で
延
長
戦
は
な
く
、
一
本
を
全
て
面

で
決
め
る
圧
巻
の
内
容
で
準
決
勝
に
勝
ち

上
が
っ
た
。

■
第
４
ブ
ロ
ッ
ク

　

初
出
場
の
棗
田
は
、
１
回
戦
で
江
原
寛

二
（
岐
阜
・
岐
阜
県
警
）
に
面
２
本
で
、

２
回
戦
で
山
﨑
誠
司（
兵
庫
・
兵
庫
県
警
）

に
面
１
本
で
勝
利
。
３
回
戦
で
は
、
今
大

会
最
年
長
出
場
の
橋
本
桂
一
（
埼
玉
・
伊

田
テ
ク
ノ
ス
）
と
対
戦
。
試
合
開
始
２
分

58
秒
、
橋
本
が
面
に
飛
び
込
ん
だ
と
こ
ろ

を
棗
田
が
胴
で
返
し
、
一
本
を
取
り
、
勝

利
を
収
め
た
。

　

も
う
一
方
は
、
選
手
権
上
位
常
連
の
林

田
匡
平
（
福
井
・
丸
岡
高
教
員
）
が
１
回

戦
で
姿
を
消
す
中
、
選
手
権
出
場
７
度
目

の
三
雲
悠
佑
（
滋
賀
・
東
レ
）
が
準
々
決

勝
進
出
。
３
回
戦
で
笹
川
哲
平
（
佐
賀
・

佐
賀
県
警
）
と
の
３
回
に
わ
た
る
延
長
戦

の
末
、
勝
ち
上
が
っ
た
。

　

準
々
決
勝
は
棗
田
と
三
雲
の
対
戦
。
試

第３ブロック・準々決勝第３ブロック・準々決勝
竹ノ内（手前）が２本目の面を決めて勝利竹ノ内（手前）が２本目の面を決めて勝利

合
は
開
始
15
秒
、
三
雲
が
面
を
繰
り
出
し

た
瞬
間
、
棗
田
が
素
早
い
反
応
で
出
ば
な

小
手
を
捉
え
て
一
本
を
先
取
。
そ
の
後

は
、
両
者
と
も
に
果
敢
に
攻
め
る
も
、
そ

の
ま
ま
試
合
終
了
。
棗
田
が
初
出
場
な
が

ら
、
堂
々
の
準
決
勝
進
出
を
果
た
し
た
。

　

試
合
の
入
り
方
と
し
て
は
、
い
つ
も
通

り
集
中
で
き
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
状
況

を
変
え
よ
う
と
強
引
に
攻
め
た
と
こ
ろ
を

取
ら
れ
て
し
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。

▽
最
年
少
出
場
・
大
平
翔
斗
選
手
（
20
）

　

自
分
の
い
い
と
こ
ろ
は
出
せ
た
と
思
う

の
で
悔
い
は
な
い
で
す
。
一
番
年
齢
が
下

と
い
う
こ
と
で
、
思
い
っ
き
り
試
合
に
臨

む
こ
と
を
心
が
け
ま
し
た
。

▽
最
年
長
出
場
・
橋
本
桂
一
選
手
（
43
）

　

ス
タ
ミ
ナ
も
切
れ
て
し
ま
い
、
ど
う
に

も
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
本
当
は
高
段
者

ら
し
く
ど
っ
し
り
構
え
て
試
合
に
臨
み
た

か
っ
た
の
で
す
が
、
ど
う
し
て
も
勝
ち
た

い
気
持
ち
や
負
け
た
く
な
い
気
持
ち
な
ど

が
混
在
し
、
思
う
よ
う
に
構
え
続
け
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

第４ブロック・準々決勝第４ブロック・準々決勝
棗田（左）が三雲から小手を取って勝利棗田（左）が三雲から小手を取って勝利
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準
決
勝
進
出
を
果
た
し
た
棗
田
と
、
こ

こ
ま
で
圧
巻
の
強
さ
で
勝
ち
進
ん
で
き
た

竹
ノ
内
の
対
戦
。

　

試
合
開
始
か
ら
棗
田
は
竹
ノ
内
に
臆
す

る
こ
と
な
く
、
果
敢
に
技
を
繰
り
出
し
攻

め
て
い
く
。
試
合
開
始
３
分
９
秒
。
竹
ノ

内
が
諸
手
突
き
を
繰
り
出
し
た
と
こ
ろ

に
、
棗
田
が
面
で
返
し
て
一
本
を
決
め

る
。
追
い
つ
き
た
い
竹
ノ
内
で
あ
っ
た

が
、
攻
め
る
棗
田
に
対
し
て
、
な
か
な
か

技
を
出
す
こ
と
が
で
き
ず
試
合
終
了
。
棗

田
が
決
勝
に
勝
ち
進
ん
だ
。

準決勝②準決勝②

  棗田 龍介　　　　　竹ノ内 佑也  棗田 龍介　　　　　竹ノ内 佑也
　 （広島）　　　　　　　（東京）　 （広島）　　　　　　　（東京）メ―― メ―― 

棗田（右）が素早い反応で竹ノ内の面を捉えて一本棗田（右）が素早い反応で竹ノ内の面を捉えて一本

松﨑（右）が面を決めて一本目を奪う松﨑（右）が面を決めて一本目を奪う

 松﨑 賢士郎　　　　　  星子 啓太 松﨑 賢士郎　　　　　  星子 啓太
      （茨城）　　　　　　   （東京）      （茨城）　　　　　　   （東京）メメ ――メメ ――

　

両
者
と
も
に
選
手
権
優
勝
経
験
が
あ

り
、
な
お
か
つ
筑
波
大
学
の
同
期
で
も
あ

る
星
子
と
松
﨑
の
対
戦
。
今
年
10
月
に
サ

ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
で
開
催
さ
れ
た
コ
ン
バ
ッ

ト
ゲ
ー
ム
ズ
で
は
、
決
勝
で
対
戦
。
そ
の

時
は
松
﨑
が
星
子
に
勝
利
し
、
優
勝
に
輝

い
て
い
る
。

　

試
合
が
動
い
た
の
は
開
始
３
分
。
星
子

が
距
離
を
詰
め
た
と
こ
ろ
に
、
松
﨑
が
面

を
繰
り
出
し
一
本
を
先
取
し
た
。
そ
し
て

試
合
開
始
４
分
、
再
び
松
﨑
が
星
子
か
ら

面
で
一
本
を
取
り
試
合
終
了
。
松
﨑
が
３

大
会
ぶ
り
の
決
勝
戦
進
出
を
果
た
し
た
。

準決勝①準決勝①

別角度からみた松﨑（左）の一本目の面別角度からみた松﨑（左）の一本目の面

竹ノ内（右）の諸手突きは惜しくも決まらず竹ノ内（右）の諸手突きは惜しくも決まらず
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初
出
場
で
の
優
勝
に
王
手
を
か
け
た
棗
田
と
、
３
大
会
ぶ

り
の
王
座
返
り
咲
き
を
目
指
す
松
﨑
の
対
戦
。

　

試
合
は
、間
合
い
を
お
互
い
に
摑つ
か

め
ず
膠こ
う

着ち
ゃ
く状

態
が
続
く
。

試
合
開
始
３
分
に
は
、
今
大
会
の
規
定
に
よ
り
、
松
﨑
が
鍔

迫
り
合
い
の
中
、
一
呼
吸
（
お
よ
そ
３
秒
）
で
離
れ
る
意
思

が
な
い
と
み
な
さ
れ
反
則
が
与
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
も
両
者

決
め
手
に
欠
き
、
試
合
は
終
了
。
延
長
戦
に
続
く
。

　

延
長
戦
開
始
15
秒
、
棗
田
が
片
手
突
き
を
繰
り
出
す
も
決

ま
ら
ず
。
そ
し
て
開
始
１
分
12
秒
、
松
﨑
の
手
元
が
一
瞬
浮

い
た
と
こ
ろ
を
棗
田
が
見
逃
さ
ず
、
小
手
を
決
め
て
試
合
終

了
。
棗
田
は
第
62
回
大
会
の
竹
ノ
内
以
来
と
な
る
、
９
年
ぶ

り
に
初
出
場
で
初
優
勝
の
快
挙
を
達
成
し
た
。
ま
た
、
広
島

県
勢
と
し
て
も
初
の
優
勝
と
な
り
、
初
め
て
づ
く
し
の
栄
冠

に
輝
い
た
。

棗田（左）が延長戦で小手を決め松﨑に勝利棗田（左）が延長戦で小手を決め松﨑に勝利

決　勝決　勝

　棗田 龍介　　　　　松﨑 賢士郎　棗田 龍介　　　　　松﨑 賢士郎
　 （広島）　　　　　　　  （茨城）　 （広島）　　　　　　　  （茨城）コ ――コ ――

棗田（右）が延長戦で片手突きを繰り出し、果敢に攻める棗田（右）が延長戦で片手突きを繰り出し、果敢に攻める

松﨑（左）が棗田の面を攻める松﨑（左）が棗田の面を攻める

延長戦延長戦

心技体 人を育てる総合誌



1501502023．12　月刊「武道」2023．12　月刊「武道」

ニュース　全日本剣道選手権大会

▽
第
３
位
＝
竹
ノ
内
佑
也
選
手
（
30
）

　

自
分
の
剣
道
を

貫
き
通
し
た
と
い

う
点
で
満
足
は
し

て
い
ま
す
が
、
あ

と
一
歩
及
ば
な
い

と
こ
ろ
が
選
手
権
の
難
し
さ
な
の
か
な
と

感
じ
ま
し
た
。
準
々
決
勝
ま
で
は
、
い
い

試
合
運
び
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

▽
第
３
位
＝
星
子
啓
太
選
手
（
25
）

　

悔
し
い
で
す
。

技
の
入
り
を
注
意

し
な
け
れ
ば
い
け

な
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
実
力
が
足

り
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
ま
た
一
か
ら
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

▽
準
優
勝
＝
松
﨑
賢
士
郎
選
手
（
25
）

　

悔
し
さ
の
実
感

す
ら
ま
だ
来
て
い

ま
せ
ん
が
、
こ
れ

か
ら
悔
し
い
一
年

に
な
る
ん
だ
ろ
う

な
と
感
じ
て
い
ま
す
。
負
け
て
は
い
け
な

い
と
い
う
気
持
ち
が
先
走
っ
て
、
後
手
に

回
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
棗
田
選
手
の
思

い
切
り
の
良
さ
に
呑
ま
れ
て
、
最
後
は
崩

さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

―
―
剣
道
日
本
一
に
な
っ
た
感
想
を
。

―
―
剣
道
日
本
一
に
な
っ
た
感
想
を
。

「
実
感
は
あ
ま
り
な
い
で
す
が
、
こ
れ

「
実
感
は
あ
ま
り
な
い
で
す
が
、
こ
れ

ま
で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
感
謝

ま
で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
感
謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
こ
の
大
会
に
臨

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
こ
の
大
会
に
臨

ん
だ
の
で
、
そ
の
結
果
が
優
勝
と
い
う

ん
だ
の
で
、
そ
の
結
果
が
優
勝
と
い
う

形
で
現
れ
て
、
本
当
に
嬉
し
い
で
す
」

形
で
現
れ
て
、
本
当
に
嬉
し
い
で
す
」

―
―
広
島
県
勢
で
初
の
優
勝
で
す
。

「
幼
い
頃
か
ら
広
島
で
剣
道
を
教
わ
っ

て
き
た
の
で
、
お
世
話
に
な
っ
た
先
生

方
に
少
し
恩
返
し
が
で
き
た
か
な
と
思

い
ま
す
」

―
―
決
勝
の
相
手
は
松
﨑
選
手
で
し

た
。
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
で
試
合
に
臨

み
ま
し
た
か
。

「
中
学
生
の
頃
か
ら
み
て
い
た
選
手
だ

っ
た
の
で
、
こ
の
舞
台
で
試
合
す
る
こ

と
が
で
き
て
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
す
し
、
最
後
ま
で
戦
え
た
こ
と
が

本
当
に
嬉
し
い
で
す
」

―
―
延
長
戦
の
小
手
は
狙
っ
て
い
ま
し

た
か
。

「
狙
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
で
す
。

と
に
か
く
集
中
し
て
、
自
分
の
持
ち
味

を
発
揮
す
る
こ
と
だ
け
を
考
え
て
い
た

の
で
、
最
後
の
技
も
無
心
で
体
が
勝
手

に
反
応
し
た
技
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

―
―
現
在
の
環
境
に
つ
い
て
。

「
今
年
一
年
警
察
学
校
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
て
、
９
月
末
ま
で
は
練
習
が
週
に

１
、
２
回
ほ
ど
し
か
で
き
な
い
環
境
の

◉
優
勝
＝
棗
田
龍
介
選
手
・
四
段
（
23
歳
・
広
島
県
警
）

支
え
て
く
れ
た
方
へ
感
謝

中
で
、
剣
道
を
や
っ
て
い
な
い
同
期
や
学

校
教
官
の
方
々
に
剣
道
に
対
し
て
応
援
し

て
も
ら
っ
て
い
た
の
で
、
こ
の
大
会
に
は

特
別
な
想お
も

い
で
臨
み
ま
し
た
」

―
―
今
回
の
一
番
の
勝
因
は
。

「
１
回
戦
目
か
ら
自
分
の
剣
道
を
出
し
き

る
こ
と
だ
け
を
意
識
し
て
き
た
の
で
、
最

後
ま
で
そ
の
姿
勢
を
崩
さ
ず
試
合
に
臨
め

た
こ
と
が
勝
因
だ
と
思
い
ま
す
」

―
―
王
者
と
し
て
今
後
ど
の
よ
う
な
剣
道

を
追
求
し
て
い
き
た
い
で
す
か
。

「
こ
の
結
果
に
驕お
ご

る
こ
と
な
く
、
ま
た
一

か
ら
し
っ
か
り
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
」

―
―
優
勝
の
喜
び
を
ど
な
た
に
伝
え
た
い

で
す
か
。

「
家
族
で
あ
っ
た
り
い
ろ
い
ろ
な
方
に
支

え
て
い
た
だ
い
て
、
今
回
の
結
果
に
繋つ
な

が

っ
た
と
思
う
の
で
、
そ
う
い
っ
た
人
た
ち

に
感
謝
し
て
い
ま
す
」

―
―
こ
の
経
験
を
今
後
ど
の
よ
う
に
活い

か

し
て
い
き
た
い
で
す
か
。

「
今
年
か
ら
社
会
人
と
し
て
新
し
い
環
境

に
な
り
ま
す
が
、
広
島
に
帰
っ
て
も
今
ま

で
通
り
稽
古
に
励
み
、
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
」

棗田龍介棗田龍介
（なつめだ・りゅうすけ）（なつめだ・りゅうすけ）
　2000 年生まれ、広島
県出身。小学１年生の頃
から剣道を始める。父親
は現在、広島県警主任師
範を務めている。高校は
水戸葵陵高校に入学。そ
の後、日本体育大学を経
て、広島県警に奉職。現
在は警察学校に通ってい
る。
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第71回全日本剣道選手権大会

第
１
ブ
ロ
ッ
ク

第
３
ブ
ロ
ッ
ク

第
２
ブ
ロ
ッ
ク

第
４
ブ
ロ
ッ
ク

優
勝
・
棗
田
龍
介
（
広
島
）

竹ノ内佑也（東　京）　⑤　六段

吉武　　剛（愛　知）　　　錬六

屋富祖俊貴（沖　縄）　　　五段

竹政健太郎（愛　媛）　　　六段

大平　翔斗（栃　木）　　　三段

松尾　大樹（長　崎）　②　錬六

千田　　海（宮　城）　④　五段

山本　清吾（奈　良）　②　四段

棈松　慎治（埼　玉）　②　五段

阪口　克哉（大　阪）　　　五段

泉　　賢史（富　山）　　　五段

坂本　秀樹（島　根）　　　六段

國友鍊太朗（福　岡）　⑧　錬六

黒川　雄大（茨　城）　②　四段

小倉　進志（和歌山）　　　五段

大塩　泰我（北海道）　　　四段

棗田　龍介（広　島）　　　四段

江原　寛二（岐　阜）　　　錬七

山﨑　誠司（兵　庫）　　　五段

真田　裕行（神奈川）　⑤　五段

西澤　慎也（長　野）　②　五段

池田虎ノ介（福　岡）　②　四段

相馬　健志（青　森）　　　五段

橋本　桂一（埼　玉）　⑦　教七

伊藤　智博（秋　田）　②　錬六

椋梨　昂竜（東　京）　　　四段

笹川　哲平（佐　賀）　⑦　教七

中澤　公貴（高　知）　⑤　錬六

三雲　悠佑（滋　賀）　⑦　六段

兵藤　裕則（千　葉）　　　五段

坂本　大河（山　梨）　　　四段

林田　匡平（福　井）　⑥　六段

出場
回数

五段　　　（宮　崎）染矢椋太郎

五段　　　（鳥　取）林　　真也

六段　③　（愛　媛）村上　哲彦

四段　　　（千　葉）鈴木　龍哉

四段　　　（岡　山）石本　昌也

錬六　④　（京　都）合屋　　龍

六段　⑧　（岩　手）菅野　隆介

錬六　　　（神奈川）宮崎　克海

五段　　　（熊　本）槌田　祐勢

四段　③　（大　阪）小角　朋樹

五段　②　（北海道）伊澤　周都

六段　③　（群　馬）上野　敬正

錬六　③　（山　口）柴田　駿介

六段　　　（静　岡）望月　一世

五段　④　（東　京）星子　啓太

五段　　　（石　川）大田　貢平

錬六　⑦　（埼　玉）足立　柳次

五段　　　（香　川）内堀聡一郎

錬六　②　（三　重）山下　雄輔

五段　　　（福　島）芳賀　翔矢

四段　　　（福　岡）中山　寛大

五段　⑤　（茨　城）松﨑賢士郎

五段　　　（新　潟）斎藤　拓哉

四段　　　（兵　庫）三浦　康貴

六段　②　（徳　島）山本　義征

五段　③　（東　京）矢野　貴之

四段　　　（大　分）堤　　光誠

五段　　　（山　形）日向　裕也

六段　　　（愛　知）谷　　亮太

五段　　　（鹿児島）折田　将大

六段　⑤　（千　葉）山本　大喜

錬七　③　（大　阪）大城戸　知

段位 氏　名選出県 出場
回数 段位氏　名 選出県

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

コ メ

メ

コ

メ

ド

コ

コ

メ

メ

ツ

メ

メ

コ

メ

メコ

コ

メメ

メメ

メメ

メメ
メ

メ

メ

コメ

メ

メ

メ
メ

メ

メメ

ド

メメ

メメ

メ

コ

メ

メ
メ

メ
コ

コ

コ

コ

メ

メ メ

メ

コ

コ

コ

メ

メ

メ

メメ

メメ

コ

コ

メ

ココ

ココ

メ

コ

ド

メ

メ

メツ

◯初

◯初

◯初

◯初

◯初

◯初

◯初

◯初

◯初

◯初

◯初

◯初

◯初

◯初

◯初

◯初

◯初

◯初

◯初

◯初

◯初

◯初

◯初

◯初

◯初

◯初

◯初

◯初

◯初

◯初

◯初

◯初

◯初
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ニュース　講道館杯 全日本柔道体重別選手権大会

女
子

　

体
重
別
の
柔
道
日
本
一
を
決
め
る
２
０
２
３
年
度
講
道
館
杯
全
日
本
柔
道
体
重
別

選
手
権
大
会
が
11
月
４
・
５
日
、
千
葉
ポ
ー
ト
ア
リ
ー
ナ
（
千
葉
県
千
葉
市
）
で
開

催
さ
れ
た
。
試
合
は
男
女
14
階
級
で
争
わ
れ
、男
子
100
㎏
級
で
は
、植
岡
虎
太
郎
（
日

本
製
鉄
）
が
増
山
香
補
（
パ
ー
ク
24
）
と
の
激
戦
を
背
負
投
で
制
し
て
連
覇
を
達
成

し
た
。
女
子
57
㎏
級
で
は
、
古
賀
ひ
よ
り
（
パ
ー
ク
24
）
が
髙
野
綺
海
（
日
本
エ
ー

ス
サ
ポ
ー
ト
）
に
袈
裟
固
で
勝
利
し
、
初
優
勝
に
輝
い
た
。

　

ま
た
14
階
級
の
う
ち
、
７
階
級
で
学
生
王
者
が
誕
生
。
５
年
後
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

オ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
、
次
世
代
の
選
手
が
台
頭
し
た
大
会
と
な
っ
た
。

　

大
会
は
、
国
際
柔
道
連
盟
の
試
合
審
判

規
程
に
よ
り
、
試
合
時
間
は
４
分
、
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
形
式
で
行
わ
れ
た
。

■
男　

子

▼
60
㎏
級

樋
口
裕
大　

○
一
本
背
負
投　

足
立
悠
晟

　

決
勝
は
、天
理
大
出
身
の
樋
口
裕
大（
大

阪
府
警
）
と
足
立
悠
晟
（
天
理
大
１
年
）

に
よ
る
天
理
大
の
先
輩
後
輩
対
決
と
な

っ
た
。
前
半
、
樋
口
は
足
立
の
吊
り
手
を

巻
き
込
ん
だ
一
本
背
負
投
で
技
あ
り
を
奪

取
。
後
半
、
再
び
樋
口
は
一
本
背
負
投
を

放
ち
、
今
度
は
一
本
で
勝
利
し
た
。
経
験

の
差
を
見
せ
た
樋
口
は
感
涙
に
咽む
せ

び
泣
く

初
優
勝
に
輝
い
た
。

▼
66
㎏
級

武
岡
毅　

○
小
内
巻
込　

藤
阪
泰
恒

　

決
勝
は
、
連
覇
を
狙
う
武
岡
毅
（
パ
ー

ク
24
）
と
23
年
全
日
本
選
抜
柔
道
体
重
別

選
手
権
大
会
優
勝
の
藤
阪
泰
恒
（
パ
ー
ク

24
）
の
同
門
に
よ
る
初
対
決
。
中
盤
、
武

岡
が
自
分
の
襟
を
摑つ
か

ま
せ
、
藤
阪
の
身
体

が
上
が
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
鮮
や
か
な
小

内
巻
込
を
決
め
た
。
武
岡
は
２
連
覇
を
達

成
し
た
。

▼
73
㎏
級

石
原
樹　

大
内
返　

田
中
龍
雅

　

勝
ち
上
が
っ
た
の
は
、
23
年
選
抜
体
重

別
優
勝
の
石
原
樹
（
日
本
体
育
大
４
年
）

と
22
年
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
大
会
優
勝

の
田
中
龍
雅
（
筑
波
大
１
年
）
の
学
生
対

決
。
両
者
は
指
導
を
二
つ
受
け
て
４
分
間

が
終
了
。
延
長
戦
で
４
分
が
経
過
し
た
と

こ
ろ
で
、
石
原
が
田
中
の
大
内
刈
を
返
し

て
技
あ
り
を
奪
い
、
初
優
勝
に
輝
い
た
。

▼
81
㎏
級

天
野
開
斗　

腰　

車　

北
條
嘉
人

100
㎏級 植岡虎太郎が植岡虎太郎が

背負投で連覇背負投で連覇

５７
㎏級 古賀ひよりが 古賀ひよりが 

袈裟固で初優勝袈裟固で初優勝

全日本柔道体重別選手権大会全日本柔道体重別選手権大会
2023 年度講道館杯

決勝
男
子

決勝
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利
。
森
は
学
生
最
後
の
大
会
で
有
終
の
美

を
飾
っ
た
。

▼
100
㎏
級

　

３
回
戦
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
混
合
団

体
銀
メ
ダ
ル
の
向
翔
一
郎
（
ト
ー
シ
ン
工

業
）
は
熊
坂
光
貴
（
セ
ン
コ
ー
）
に
大
内

刈
で
敗
れ
た
。

▽
向
翔
一
郎
（
ト
ー
シ
ン
工
業
）

「
試
合
か
ら
離
れ
す
ぎ
て
、
試
合
勘
が
戻

ら
な
か
っ
た
で
す
。
悔
し
い
で
す
。
悔
し

く
な
く
な
っ
た
ら
選
手
と
し
て
終
わ
り
。

悔
し
い
と
思
え
る
か
ら
ま
だ
頑
張
り
た
い

で
す
」

◇

植
岡
虎
太
郎　

○
背
負
投　

増
山
香
補

　

決
勝
は
、
22
年
講
道
館
杯
優
勝
の
植
岡

虎
太
郎
と
増
山
香
補
が
勝
ち
上
が
っ
た
。

本
戦
で
両
者
は
二
つ
の
指
導
を
受
け
延
長

戦
へ
と
突
入
し
た
。
共
に
得
意
の
背
負
投

や
足
技
の
応
酬
を
見
せ
る
が
、
ポ
イ
ン
ト

を
奪
う
ま
で
に
は
至
ら
な
い
。
最
後
は
植

岡
が
低
い
体
勢
か
ら
背
負
投
を
力
い
っ
ぱ

い
に
放
っ
て
一
本
。
12
分
近
く
に
も
及
ぶ

接
戦
を
植
岡
が
制
し
、連
覇
を
達
成
し
た
。

▼
100
㎏
超
級

　

４
回
戦
、
東
京
五
輪
代
表
選
手
の
原
沢

久
喜
（
長
府
工
産
）
は
中
野
寛
太
（
旭
化

成
）
に
内
股
で
敗
れ
た
。

樋口（右）は一本背負投で勝利

　

決
勝
は
、
23
年
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
優
勝
の

天
野
開
斗
（
東
海
大
２
年
）
と
22
年
講
道

館
杯
２
位
の
北
條
嘉
人
（
日
本
大
４
年
）

の
学
生
同
士
に
よ
る
初
対
戦
と
な
っ
た
。

中
盤
に
北
條
の
浮
技
を
間
一
髪
の
と
こ
ろ

で
天
野
は
凌
ぐ
も
の
の
二
つ
目
の
指
導
が

与
え
ら
れ
、
後
が
な
く
な
る
。
終
了
間

際
、
試
合
巧
者
の
北
條
が
大
内
刈
を
仕
掛

け
た
瞬
間
、
待
っ
て
い
た
か
の
よ
う
に
天

野
は
素
早
く
反
応
し
、
腰
車
で
こ
れ
を
返

し
た
。
ワ
ン
チ
ャ
ン
ス
を
も
の
に
し
た
天

野
が
勝
利
を
収
め
た
。

▼
90
㎏
級

森
健
心　

隅　

落　

田
嶋
剛
希

　

決
勝
は
、
森
健
心
（
明
治
大
４
年
）
と

23
年
選
抜
体
重
別
で
優
勝
の
田
嶋
剛
希

（
パ
ー
ク
24
）。
本
戦
は
互
い
に
指
導
を
二

つ
受
け
て
終
了
。
延
長
戦
、
肩
車
を
仕
掛

け
た
田
嶋
に
森
が
隅
落
で
返
す
。
判
定
の

結
果
、
こ
れ
が
技
あ
り
と
な
り
森
が
勝

天野（左）が腰車で技ありを奪う 武岡（上）の鮮やかな小内巻込森（上）が隅落後に抑え込む

石原（上）が大内刈を返す

６０
㎏級
決勝

７３
㎏級
決勝

８１
㎏級
決勝

６６
㎏級
決勝

９０
㎏級
決勝

100㎏級・３回戦＝熊坂が大内
刈を向（左）に決める



1542023．12　月刊「武道」

ニュース　講道館杯 全日本柔道体重別選手権大会

▽
原
沢
久
喜
（
長
府
工
産
）

「
試
合
を
や
り
な
が
ら
い
ま
い
ち
だ
と
感

じ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
出
場
も
厳
し
い
で
す
し
、
今
後
の
こ
と

は
ゆ
っ
く
り
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
」

◇

中
野
寛
太　

○
反
則
負
け　

太
田
彪
雅

　

決
勝
は
、
こ
こ
ま
で
全
て
一
本
勝
ち
を

し
て
き
た
中
野
寛
太
と
23
年
選
抜
体
重
別

優
勝
の
太
田
彪
雅
（
旭
化
成
）。
過
去
、

２
回
対
戦
し
て
お
り
中
野
が
勝
利
し
て
い

る
。
早
々
に
組
み
手
を
嫌
が
る
太
田
に
指

導
が
入
る
。
さ
ら
に
残
り
１
分
で
消
極
的

な
両
者
に
指
導
が
入
り
、
太
田
に
後
が
な

く
な
っ
た
。
延
長
戦
で
も
持
ち
味
を
活い

か

せ
な
い
太
田
に
三
つ
目
の
指
導
が
入
り
、

中
野
が
講
道
館
杯
で
初
優
勝
を
飾
っ
た
。

■
女　

子

▼
48
㎏
級

近
藤
美
月　

○
反
則
負
け　

吉
岡
光

　

決
勝
は
、
近
藤
美
月
（
東
海
大
１
年
）

と
６
月
の
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
・
ウ
ラ
ン
バ

ー
ト
ル
優
勝
の
吉
岡
光
（
東
海
大
３
年
）

に
よ
る
東
海
大
の
同
門
対
決
。
左
の
相
四

つ
で
組
み
合
い
、
足
技
の
攻
防
を
見
せ
る

両
者
。
中
盤
に
、
身
体
が
下
が
り
守
り
の

姿
勢
を
と
る
吉
岡
に
指
導
が
入
る
。
延
長

戦
と
な
り
、
近
藤
が
内
股
を
仕
掛
け
た
と

こ
ろ
で
吉
岡
に
指
導
２
が
入
っ
た
。
さ
ら

に
近
藤
が
大
外
刈
を
放
っ
た
と
こ
ろ
で
、

吉
岡
に
三
つ
目
の
指
導
が
与
え
ら
れ
、
近

藤
が
初
優
勝
を
飾
っ
た
。

▼
52
㎏
級

白
石
響　

○
反
則
負
け　

藤
城
心

　

決
勝
は
、
22
・
23
年
と
選
抜
体
重
別
連

覇
の
白
石
響
（
環
太
平
洋
大
４
年
）
と
藤

城
心
（
三
井
住
友
海
上
火
災
）
に
よ
る
対

戦
。
組
み
際
に
足
技
か
ら
素
早
く
連
絡
し

何
度
も
背
負
投
に
入
ろ
う
と
攻
勢
を
か
け

る
白
石
。
ポ
イ
ン
ト
に
は
な
ら
な
い
も
の

の
、
藤
城
が
指
導
を
三
つ
受
け
て
反
則
負

け
。
白
石
が
初
優
勝
を
飾
っ
た
。

▼
57
㎏
級

古
賀
ひ
よ
り　

袈
裟
固　

髙
野
綺
海

　

勝
ち
上
が
っ
た
の
は
、
準
決
勝
で
玉
置

桃
（
三
井
住
友
海
上
火
災
）
を
下
し
た
古

賀
ひ
よ
り
と
23
年
選
抜
体
重
別
優
勝
の
髙

近藤（手前）が攻める 中野（手前）対太田

白石（左）が背負投で攻める山口（上）が大内刈で勝利する

100
㎏超級
決勝

４８
㎏級
決勝

５２
㎏級
決勝

６３
㎏級
決勝

100㎏超級・４回戦＝
中野（下）対原沢
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野
綺
海
。
互
い
に
指
導
１
を
受
け
て
本
戦

は
終
了
。
延
長
戦
、
髙
野
が
巴
投
で
引
き

込
も
う
と
し
た
と
こ
ろ
を
古
賀
が
素
早
く

袈
裟
固
に
入
り
、
技
あ
り
を
奪
取
。
嬉う
れ

し

い
初
優
勝
を
飾
っ
た
。

▼
63
㎏
級

山
口
葵
良
梨　

大
内
刈　

青
野
南
美

　

決
勝
は
、
山
口
葵き

良ら

梨り

（
国
士
舘
大
４

年
）
と
青
野
南
美（
福
岡
県
警
）。
両
者
は

去
年
の
全
日
本
学
生
体
重
別
選
手
権
で
対

戦
し
て
お
り
、
青
野
が
勝
利
し
て
い
る
。

ケ
ン
カ
四
つ
で
引
き
手
争
い
を
展
開
し
、

山
口
に
指
導
１
、
青
野
に
指
導
２
が
入
り

延
長
戦
に
も
つ
れ
込
む
。
延
長
戦
、
山
口

が
何
度
も
内
股
や
隅
落
で
攻
勢
を
か
け
、

最
後
は
大
内
刈
が
技
あ
り
と
な
っ
て
、
勝

利
。
山
口
が
初
優
勝
を
成
し
遂
げ
た
。

▼
70
㎏
級

寺
田
宇
多
菜　

上
四
方
固　

西
願
寺
里
保

　

決
勝
は
、寺
田
宇
多
菜（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
）

と
西
願
寺
里
保
（
コ
マ
ツ
）。
互
い
に
二

つ
の
指
導
を
受
け
、
延
長
戦
に
入
る
。
延

長
戦
で
寺
田
が
担
ぎ
技
か
ら
上
四
方
固
に

入
り
、
ポ
イ
ン
ト
を
取
っ
て
勝
利
。
３
年

ぶ
り
２
回
目
の
優
勝
を
飾
っ
た
。

▼
78
㎏
級

杉
村
美
寿
希　

内
股
す
か
し　

泉
真
生

　

決
勝
は
、杉
村
美
寿
希（
東
海
大
２
年
）

と
６
月
の
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
・
ア
ス
タ
ナ

で
優
勝
の
泉
真
生
（
コ
マ
ツ
）。
両
者
は

22
年
以
降
に
３
回
対
戦
し
、
す
べ
て
泉
が

勝
利
し
て
い
る
。
本
戦
で
泉
が
猛
攻
を
仕

掛
け
、
杉
村
は
指
導
を
二
つ
受
け
退
路
が

絶
た
れ
た
。
延
長
戦
、
杉
村
は
泉
の
内
股

を
す
か
し
て
技
あ
り
を
勝
ち
取
っ
た
。
勝

機
を
逃
さ
ず
、
初
め
て
泉
に
勝
利
し
た
杉

村
が
涙
の
初
優
勝
に
輝
い
た
。

▼
78
㎏
超
級

髙
橋
瑠
璃　

○
反
則
負
け　

瀨
川
麻
優

　

決
勝
は
、
準
決
勝
で
児
玉
ひ
か
る
（
Ｓ

Ｂ
Ｃ
湘
南
美
容
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
と
の
接
戦

を
制
し
た
髙
橋
瑠
璃
（
Ｓ
Ｂ
Ｃ
湘
南
美
容

ク
リ
ニ
ッ
ク
）
と
瀨
川
麻
優
（
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ

Ｋ
）
の
対
戦
。
両
者
は
指
導
を
一
つ
受
け

て
本
戦
は
終
わ
る
。
延
長
戦
早
々
に
消
極

的
な
瀨
川
に
二
つ
目
の
指
導
が
入
っ
た
。

延
長
６
分
過
ぎ
、
両
者
に
疲
れ
が
見
え
て

く
る
な
か
そ
れ
ぞ
れ
に
指
導
が
入
り
、
瀨

川
の
反
則
負
け
で
髙
橋
が
初
め
て
頂
点
に

立
っ
た
。

髙橋（左）が担ぎ技で攻める

杉村（上）が技ありを奪取

寺田（左）は上四方固で勝負を決した

７０
㎏級
決勝

７８
㎏級
決勝

７８
㎏超級
決勝

心技体 人を育てる総合誌
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■
男　

子

◉
60
㎏
級
＝
樋
口
裕
大
（
大
阪
府
警
）

「
優
勝
で
き
て
嬉
し
い
で
す
。
決
勝
は
大

学
の
後
輩
で
、
天
理
大
へ
の
出
稽
古
で
一

緒
に
練
習
し
て
い
ま
す
の
で
負
け
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
先
へ
先
へ
攻
め
、
狙
い
通

り
の
背
負
投
が
で
き
ま
し
た
。
お
世
話
に

な
っ
た
方
々
に
お
礼
を
言
い
た
い
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

◉
66
㎏
級
＝
武
岡
毅
（
パ
ー
ク
24
）

「
こ
こ
で
勝
た
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
決

意
を
持
っ
て
臨
み
ま
し
た
の
で
優
勝
で
き

て
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。
藤
阪
先
輩
は
手
の

内
を
知
っ
て
い
る
仲
で
す
が
、
自
分
の
前

に
出
る
柔
道
、
先
輩
に
引
け
を
取
ら
な
い

柔
道
が
で
き
た
の
か
な
と
思
い
ま
す
」

◉
73
㎏
級
＝
石
原
樹（
日
本
体
育
大
４
年
）

「
嬉
し
い
で
す
。
決
勝
の
田
中
選
手
は
１

年
生
で
す
の
で
、
自
分
の
方
が
経
験
値
で

分
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
心
が
折

れ
そ
う
に
も
な
り
ま
し
た
が
、
し
ぶ
と
く

戦
い
、
意
地
を
見
せ
ま
し
た
。
将
来
は
こ

の
階
級
の
王
者
に
な
り
た
い
で
す
」

◉
81
㎏
級
＝
天
野
開
斗
（
東
海
大
２
年
）

「
去
年
の
講
道
館
杯
で
悔
し
い
思
い
を
し

て
た
の
で
、
こ
の
大
会
に
か
け
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
が
結
果
と
な
っ
て
嬉
し
い
で

す
。
自
分
の
柔
道
は
粘
っ
て
投
げ
き
る
柔

道
で
す
。
指
導
で
後
が
な
く
な
り
ま
し
た

が
焦
ら
ず
に
で
き
た
と
思
い
ま
す
」

◉
90
㎏
級
＝
森
健
心
（
明
治
大
４
年
）

「
最
後
ま
で
諦
め
ず
に
戦
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
優
勝
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

明
治
の
柔
道
部
と
し
て
最
後
の
試
合
で
し

た
が
そ
れ
に
相ふ
さ
わ応

し
い
試
合
が
で
き
た
と

思
い
ま
す
。
今
日
一
日
は
勝
機
を
逃
す
こ

と
な
く
勝
ち
上
が
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
」

◉
100
㎏
級
＝
植
岡
虎
太
郎
（
日
本
製
鉄
）

「
連
覇
は
意
識
せ
ず
に
一
つ
一
つ
勝
っ
て

い
こ
う
と
心
が
け
て
戦
い
ま
し
た
。
決
勝

の
延
長
戦
は
と
に
か
く
我
慢
で
し
た
。
相

手
の
技
を
意
識
し
な
が
ら
攻
め
ま
し
た
。

勝
っ
た
瞬
間
は
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
か
ら
の
解

放
も
あ
り
、
嬉
し
さ
が
爆
発
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
先
を
見
過
ぎ
ず
に
一
つ
一
つ

勝
っ
て
い
き
た
い
で
す
」

◉
100
㎏
級
超
＝
中
野
寛
太
（
旭
化
成
）

「
狙
っ
て
い
た
タ
イ
ト
ル
を
獲
得
す
る
こ

と
が
で
き
、
嬉
し
い
で
す
。
期
待
さ
れ
な

が
ら
も
け
が
な
ど
で
思
う
よ
う
に
で
き
ず

に
悔
し
い
思
い
を
し
た
時
期
も
あ
り
ま
し

た
が
、
な
ん
と
か
や
っ
て
こ
れ
ま
し
た
。

今
日
は
、
ど
ん
な
相
手
で
も
絶
対
に
勝
っ

て
や
ろ
う
と
決
意
し
て
ま
し
た
。
取
り
組

ん
で
い
た
成
果
が
出
せ
た
と
思
い
ま
す
」

■
女　

子

◉
48
㎏
級
＝
近
藤
美
月
（
東
海
大
１
年
）

「
相
手
の
選
手
は
東
海
大
の
先
輩
で
、

日
々
、
一
緒
に
練
習
し
て
い
る
の
で
延
長

戦
に
な
る
と
は
思
っ
て
ま
し
た
。
し
っ
か

り
最
後
ま
で
強
い
気
持
ち
で
戦
い
抜
け
て

よ
か
っ
た
で
す
。
自
分
の
ス
タ
イ
ル
は
攻

め
て
い
く
柔
道
で
す
。
そ
れ
を
全
部
出
し

切
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
糧
に
も
っ
と
上
を

目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
」

◉
52
㎏
級
＝
白
石
響（
環
太
平
洋
大
４
年
）

「
去
年
は
け
が
の
た
め
、
棄
権
負
け
し
て

悔
し
い
思
い
で
し
た
。
こ
ん
な
大
き
な
舞

台
で
優
勝
で
き
て
嬉
し
い
で
す
。
決
勝
は

絶
対
に
優
勝
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
自

分
の
攻
め
る
柔
道
を
出
し
、
勝
つ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
国
際
大
会
で
も
上
位
を
目

指
し
た
い
と
思
い
ま
す
」

◉
57
㎏
級
＝
古
賀
ひ
よ
り
（
パ
ー
ク
24
）

「（
指
導
を
取
ら
れ
て
か
ら
）
周
り
か
ら

た
く
さ
ん
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま

73㎏級
石原樹

81㎏級
天野開斗

90㎏級
森健心

100㎏級
植岡虎太郎

100㎏超級
中野寛太

48㎏級
近藤美月

52㎏級
白石響

60㎏級
樋口裕大

66㎏級
武岡毅

14
階
級
・
優
勝
者
コ
メ
ン
ト
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し
た
。
そ
こ
か
ら
自
分
の
展
開
に
持
っ
て

い
け
ま
し
た
。（
最
後
の
抑
え
込
み
は
）

こ
れ
で
逃
し
た
ら
勝
て
な
い
と
思
い
、
め

ち
ゃ
く
ち
ゃ
頑
張
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ

力
が
足
り
な
い
の
で
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ

て
い
き
た
い
で
す
」

◉
63
㎏
級
＝
山
口
葵
良
梨（
国
士
舘
大
４
年
）

「
去
年
の
学
生
大
会
で
青
野
選
手
に
負
け

て
、
そ
の
悔
し
さ
を
胸
に
畳
に
上
が
り
ま

し
た
。
足
を
け
が
し
て
か
ら
、
組
み
手
の

徹
底
を
目
標
に
ず
っ
と
組
み
手
の
練
習
を

し
て
ま
し
た
。
決
勝
で
も
、
釣
り
手
が
い

い
位
置
に
出
た
の
で
技
を
か
け
ら
れ
ま
し

た
。
組
み
手
で
制
す
る
こ
と
が
で
き
た
の

か
な
と
思
い
ま
す
。
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
金
メ
ダ
ル
が
目
標
で
す
。
夢

に
向
か
っ
て
頑
張
り
た
い
で
す
」

◉
70
㎏
級
＝
寺
田
宇
多
菜（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
）

「
こ
の
１
年
間
は
い
い
結
果
が
な
か
な
か

出
ず
に
苦
し
い
期
間
で
し
た
。『
今
日
は

い
い
結
果
を
出
す
ぞ
！
』
と
臨
み
ま
し

た
。
決
勝
は
と
に
か
く
落
ち
着
い
て
自
分

の
い
い
と
こ
ろ
を
出
せ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
の
優
勝
で
自
分
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
た
の

か
な
と
思
い
ま
す
」

◉
78
㎏
級
＝
杉
村
美
寿
希（
東
海
大
２
年
）

「
嬉
し
く
て
涙
が
止
ま
り
ま
せ
ん
。
決
勝

は
絶
対
に
勝
っ
て
や
る
と
い
う
思
い
で
頑

張
り
ま
し
た
。
最
後
は
考
え
て
は
な
く
、

気
持
ち
で
前
に
出
よ
う
と
意
識
し
て
技
に

繋
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。
泉
選
手
に
は
何

度
も
破
れ
て
ど
う
し
た
ら
勝
て
る
の
か
と

必
死
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
少
し
成

果
が
出
た
と
思
い
ま
す
」

◉
78
㎏
超
級
＝
髙
橋
瑠
璃
（
Ｓ
Ｂ
Ｃ
湘
南

美
容
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

「
こ
の
大
会
は
レ
ベ
ル
が
高
い
の
で
、
最

初
か
ら
延
長
戦
も
構
わ
な
い
と
臨
み
ま
し

た
。
決
勝
の
瀨
川
選
手
に
は
一
度
も
勝
て

た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
か
ら
技
を

か
け
る
こ
と
を
意
識
し
ま
し
た
。
国
内
の

大
会
で
し
っ
か
り
優
勝
し
て
国
際
大
会
に

出
場
で
き
る
よ
う
に
と
思
っ
て
臨
み
ま
し

た
。
一
つ
一
つ
目
の
前
の
試
合
を
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
」

57㎏級
古賀ひより

63㎏級
山口葵良梨

70㎏級
寺田宇多菜

78㎏級
杉村美寿希

78㎏超級
髙橋瑠璃

【大会結果】男子
優勝 中野　寛太（旭化成）初優勝
２位 太田　彪雅（旭化成）
３位 王子谷剛志（旭化成）

木元　拓人（日本製鉄）
　優勝 植岡虎太郎（日本製鉄）２連覇
２位 増山　香補（パーク 24）
３位 熊坂　光貴（センコー）

グリーンカラニ海斗（日本体育大 4年）
　優勝 森　　健心（明治大 4年）初優勝
２位 田嶋　剛希（パーク 24）
３位 川端　倖明（国士舘高 3年）

中西　一生（旭化成）
　優勝 天野　開斗（東海大 2年）初優勝
２位 北條　嘉人（日本大 4年）
３位 東郷　丈児（東海大 2年）

老野　祐平（帝京平成大 4年）
　優勝 石原　　樹（日本体育大 4年）初優勝
２位 田中　龍雅（筑波大 1年）
３位 内村　秀資（自衛隊体育学校）

竹市　裕亮（国士舘大 1年）
　優勝 武岡　　毅（パーク 24）２連覇
２位 藤阪　泰恒（パーク 24）
３位 杉浦　冬唯（松波総合病院）

内村　光暉（自衛隊体育学校）
　優勝 樋口　裕大（大阪府警）初優勝
２位 足立　悠晟（天理大 1年）
３位 青木　　大（帝京科学大職）

田中　　祥（國學院大 4年）

【大会結果】女子
優勝 髙橋　瑠璃（SBC湘南美容クリニック）初優勝
２位 瀨川　麻優（ALSOK）
３位 橋本　朱未（吉川工業）

児玉ひかる（SBC湘南美容クリニック）
優勝 杉村美寿希（東海大 2年）初優勝
２位 泉　　真生（コマツ）
３位 池田　　紅（東海大 3年）

和田梨乃子（パーク 24）
優勝 寺田宇多菜（JR東日本）２回目
２位 西願寺里保（コマツ）
３位 池　絵梨菜（国士舘大学柔道クラブ）

本田　万結（東海大 1年）
優勝 山口葵良梨（国士舘大 4年）初優勝
２位 青野　南美（福岡県警）
３位 島田　美穂（ALSOK）

渡邉　聖子（警視庁）
優勝 古賀ひより（パーク 24）初優勝
２位 髙野　綺海（日本エースサポート）
３位 玉置　　桃（三井住友海上火災）

瀬戸口栞南（光仁会病院）
優勝 白石　　響（環太平洋大 4年）初優勝
２位 藤城　　心（三井住友海上火災）
３位 小西　彩菜（兵庫県警）

坪根菜々子（自衛隊体育学校）
優勝 近藤　美月（東海大 1年）初優勝
２位 吉岡　　光（東海大 3年）
３位 稲垣　若菜（桐蔭横浜大 3年）

宮木　果乃（日本大 1年）

100
㎏超級

100
㎏級

90
㎏級

81
㎏級

73
㎏級

66
㎏級

60
㎏級

78
㎏超級

78
㎏級

70
㎏級

63
㎏級

57
㎏級

52
㎏級

48
㎏級
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ニュース　全国警察柔道・剣道大会

　

令
和
５
年
度
全
国
警
察
柔
道
大
会
（
主
催
＝
警
察
庁
）
が
10
月
23
日
、
日
本
武
道
館

で
開
催
さ
れ
た
。
試
合
は
第
１
部
、
第
２
部
、
第
３
部
、
女
子
の
部
の
４
部
門
で
団
体

戦
が
実
施
さ
れ
た
。
第
１
部
は
神
奈
川
県
警
が
20
年
ぶ
り
の
優
勝
。
第
２
部
は
皇
宮
警

察
が
連
覇
を
果
た
し
、
第
３
部
は
山
形
県
警
が
初
優
勝
、
そ
し
て
、
女
子
の
部
は
大
阪

府
警
が
２
回
目
の
優
勝
を
果
た
し
た
。

神
奈
川
県
警
が
20
年
ぶ
り
優
勝

第１部決勝・先鋒戦＝監督がキーマンに挙げて
いた神奈川・浅利（手前）の技有り

■
第
１
部

　

第
１
部
は
７
人
制
の
団
体
戦
に
よ
り
行

わ
れ
た
。
12
チ
ー
ム
を
４
組
に
分
け
、
各

組
１
位
通
過
の
４
チ
ー
ム
に
よ
る
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
戦
で
優
勝
を
争
っ
た
。
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
戦
へ
勝
ち
上
が
っ
た
の
は
、
神
奈

川
、警
視
庁
、福
岡
、兵
庫
の
４
チ
ー
ム
。

決
勝
戦
は
、
神
奈
川
県
警
と
警
視
庁
の
対

戦
と
な
っ
た
。

▽
決
勝
戦

　

先
鋒
戦
は
引
分
。
続
く
次
鋒
戦
は
、
神

奈
川
・
尾
方
と
警
視
庁
・
堀
川
の
対
戦
。

試
合
は
、
尾
方
が
堀
川
の
指
導
３
で
勝

利
。
五
将
戦
は
、
両
者
反
則
負
け
と
な

り
、
迎
え
た
中
堅
戦
。
神
奈
川
・
杢
が
警

視
庁
・
奥
田
か
ら
支
釣
込
足
で
一
本
を
奪

い
勝
利
。
20
年
ぶ
り
の
悲
願
に
大
き
く
前

進
し
た
。
続
く
三
将
戦
は
引
分
。
そ
し
て

副
将
戦
は
、
神
奈
川
・
山
下
と
警
視
庁
・

北
山
の
対
戦
。
引
分
以
上
で
神
奈
川
県
警

の
優
勝
が
確
定
す
る
中
、
一
矢
報
い
た
い

【
大
会
結
果
・
柔
道
】

第
１
部
＝
①
神
奈
川
県
警
②
警
視
庁

　

③
福
岡
県
警

第
２
部
＝
①
皇
宮
警
察
②
埼
玉
県
警

　

③
広
島
県
警

第
３
部
＝
①
山
形
県
警
②
静
岡
県
警

　

③
茨
城
県
警

女
子
の
部
＝
①
大
阪
府
警
②
警
視
庁　

　

③
福
岡
県
警

警
視
庁
で
あ
っ
た
が
、
山
下
を
崩
す
こ
と

が
で
き
ず
、
引
分
で
試
合
終
了
。
こ
の
時

点
で
神
奈
川
県
警
の
20
年
ぶ
り
の
優
勝
が

決
ま
っ
た
。
大
将
戦
は
、
警
視
庁
・
名
垣

浦
が
神
奈
川
・
砂
田
に
僅
差
で
勝
利
。
最

終
結
果
２
―
１
で
神
奈
川
県
警
が
20
年
ぶ

り
の
優
勝
を
果
た
し
た
。

◎
優
勝
＝
神
奈
川
県
警
・
平
澤
武
夫
監
督

「
選
手
た
ち
に
は
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ

て
、
チ
ー
ム
で
勝
ち
に
行
く
ぞ
と
。
失
点

を
減
ら
し
て
守
る
と
こ
ろ
は
し
っ
か
り
守

ろ
う
と
伝
え
て
い
ま
し
た
。
組
み
合
わ
せ

に
も
恵
ま
れ
て
い
ま
し
た
し
、
失
点
が
な

け
れ
ば
優
勝
で
き
る
と
声
を
掛
け
ま
し

た
。
選
手
全
員
が
よ
く
や
っ
て
く
れ
ま
し

た
が
、
特
に
キ
ー
マ
ン
の
先
鋒
・
浅
利
、

副
将
・
山
下
が
き
っ
ち
り
と
働
い
て
く
れ

ま
し
た
」

◎
優
勝
＝
砂
田
勇
登
選
手（
神
奈
川・大
将
）

「
本
当
に
人
生
で
一
番
嬉う
れ

し
い
で
す
。
一

回
戦
か
ら
接
戦
が
続
き
ま
し
た
が
、
後
輩

た
ち
に
助
け
ら
れ
ま
し
た
。
決
勝
戦
で
は

自
分
が
出
る
前
に
チ
ー
ム
の
勝
利
は
決
ま

っ
て
い
ま
し
た
が
、
自
分
も
勝
ち
た
か
っ

た
の
で
、
そ
こ
は
悔
い
が
残
り
ま
し
た
」

■
女
子
の
部

▽
決
勝
戦

　

女
子
の
部
決
勝
戦
は
大
阪
府
警
と
警
視

令
和
５
年
度
全
国
警
察
柔
道
大
会

令
和
５
年
度
全
国
警
察
柔
道
大
会

庁
の
対
戦
。
大
将
戦
ま
で
終
わ
っ
て
決
着

つ
か
ず
、
代
表
戦
に
突
入
。
代
表
戦
は
、

大
阪
・
田
中
伶
奈
と
警
視
庁
・
井
上
舞
子

の
対
戦
。
試
合
は
両
者
ポ
イ
ン
ト
を
取
れ

ず
終
了
。
旗
判
定
の
結
果
、
田
中
が
代
表

戦
を
制
し
、
大
阪
府
警
が
初
優
勝
に
輝
い

た
。

◎
優
勝
＝
田
中
伶
奈
選
手
（
大
阪
・
大
将
）

「
決
勝
の
代
表
戦
は
、
正
直
と
て
も
プ
レ

ッ
シ
ャ
ー
で
し
た
が
、
チ
ー
ム
全
員
が
背

中
を
押
し
て
送
り
出
し
て
く
れ
た
の
で
、

み
ん
な
の
思
い
を
背
負
っ
て
絶
対
勝
つ
ぞ

と
い
う
気
持
ち
で
臨
み
ま
し
た
。
技
で
決

め
き
れ
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
得
意
の
内
股

や
大
内
で
諦
め
ず
に
攻
め
続
け
ま
し
た
。

決
勝
の
７
分
間
、
し
ん
ど
か
っ
た
け
ど
、

旗
判
定
の
瞬
間
に
こ
れ
ま
で
の
苦
し
か
っ

た
練
習
や
出
稽
古
を
思
い
出
し
、
や
り
切

っ
て
よ
か
っ
た
な
と
思
い
ま
し
た
」

第 1部
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第１部決勝・代表者戦＝
警視庁・竹ノ内（左）が小手を決める

警
視
庁
が
連
覇
を
達
成

　

令
和
５
年
年
度
全
国
警
察
剣
道
大
会
（
主
催
＝
警
察
庁
）
が
10
月
24
日
、
日
本
武
道

館
で
開
催
さ
れ
た
。
試
合
は
第
１
部
、
第
２
部
、
第
３
部
、
女
子
の
部
の
４
グ
ル
ー
プ

別
の
団
体
戦
が
行
わ
れ
た
。
第
１
部
は
警
視
庁
が
連
覇
を
達
成
。
第
２
部
は
和
歌
山
県

警
が
初
優
勝
、
第
３
部
は
埼
玉
県
警
が
優
勝
、
そ
し
て
女
子
の
部
は
福
岡
県
警
が
初
優

勝
を
果
た
し
た
。

【
大
会
結
果
・
剣
道
】

第
１
部
＝
①
警
視
庁
②
大
阪
府
警　
　

　

③
神
奈
川
県
警

第
２
部
＝
①
和
歌
山
県
警
②
兵
庫
県
警

　

③
香
川
県
警

第
３
部
＝
①
埼
玉
県
警
②
新
潟
県
警

　

③
佐
賀
県
警

女
子
の
部
＝
①
福
岡
県
警
②
大
阪
府
警

　

③
神
奈
川
県
警

ー
ク
の
賜た
ま

物も
の

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
準
決

勝
・
決
勝
と
代
表
戦
ま
で
も
つ
れ
る
接
戦

続
き
で
し
た
が
、
選
手
た
ち
そ
れ
ぞ
れ
が

戦
い
方
を
理
解
し
て
、
粘
り
強
く
大
将
の

竹
ノ
内
ま
で
回
し
て
勝
負
を
決
め
る
と
い

う
思
い
描
い
て
い
た
形
を
実
現
し
て
く
れ

ま
し
た
。
い
い
勝
ち
方
が
で
き
た
と
思
い

ま
す
」

◎
優
勝
＝
竹
ノ
内
佑
也（
警
視
庁
・
大
将
）

「
厳
し
い
戦
い
が
続
き
ま
し
た
が
、
率
直

に
嬉
し
い
の
一
言
で
す
。
チ
ー
ム
全
員
で

繋つ
な

い
で
く
れ
た
試
合
だ
っ
た
の
で
、
警
視

庁
の
大
将
と
し
て
こ
こ
で
負
け
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
と
い
う
気
持
ち
で
臨
み
ま
し

た
。
大
将
戦
は
一
本
勝
負
に
な
る
と
思
っ

て
い
た
の
で
、
先
に
一
本
を
取
っ
て
代
表

戦
に
気
持
ち
を
切
り
替
え
ま
し
た
。
土
谷

選
手
に
は
前
回
警
察
剣
道
選
手
権
大
会
で

負
け
て
い
る
の
で
、
こ
こ
は
譲
れ
な
い
と

い
う
強
い
気
持
ち
で
戦
い
ま
し
た
」

警
視
庁
、
大
阪
、
北
海
道
、
そ
し
て
神
奈

川
の
４
チ
ー
ム
。

　

準
決
勝
は
、
警
視
庁
が
神
奈
川
を
代
表

戦
で
、
大
阪
が
北
海
道
を
５
―
１
で
下

し
、
決
勝
へ
進
出
し
た
。

▽
決
勝
戦

　

決
勝
は
、
連
覇
が
か
か
っ
た
警
視
庁

と
、
コ
ロ
ナ
禍
前
に
４
連
覇
を
達
成
し
た

大
阪
の
対
決
。

　

先
鋒
戦
は
、
大
阪
・
清
家
が
警
視
庁
・

大
平
へ
面
を
決
め
、
一
本
勝
。
続
く
次
鋒

戦
で
は
警
視
庁
・
星
子
が
、
大
阪
・
小
角

か
ら
面
を
と
っ
て
勝
利
。
す
ぐ
さ
ま
五
分

に
戻
す
。
五
将
戦
で
は
大
阪
・
草
野
が
小

手
を
２
本
決
め
、
加
納
に
勝
利
。
中
堅
戦

は
警
視
庁
・
岩
切
が
大
阪
・
山
本
へ
面
を

決
め
、
一
本
勝
。
そ
の
後
の
三
将
戦
は
引

き
分
け
、
取
っ
て
は
取
ら
れ
の
一
進
一
退

の
戦
い
が
続
く
。

　

副
将
戦
は
、
大
阪
・
牛
島
と
警
視
庁
・

宮
本
の
対
戦
。
本
戦
で
お
互
い
に
面
を
決

め
、
延
長
戦
に
突
入
。
延
長
の
末
、
宮
本

の
反
則
に
よ
り
、
牛
島
が
勝
利
。
大
阪
が

一
歩
リ
ー
ド
し
た
状
態
で
大
将
戦
へ
。

　

大
将
戦
は
、
警
視
庁
・
竹
ノ
内
と
大

阪
・
土
谷
の
対
決
。
両
者
は
９
月
の
全
国

警
察
剣
道
選
手
権
大
会
の
決
勝
で
対
戦

し
、
そ
の
時
は
土
谷
が
勝
利
し
、
優
勝
に

輝
い
た
。
試
合
は
、
両
者
決
め
手
に
か
け

る
中
、
竹
ノ
内
が
試
合
終
盤
に
土
谷
の
面

を
捉
え
、
一
本
勝
ち
。
後
が
な
い
状
況
か

ら
起
死
回
生
の
一
本
で
勝
者
数
・
本
数
と

も
に
同
数
と
な
り
、
決
着
は
代
表
戦
へ
委

ね
ら
れ
た
。

　

代
表
戦
は
大
将
戦
と
同
じ
く
、
警
視

庁
・
竹
ノ
内
と
大
阪
・
土
谷
の
対
戦
。
本

戦
で
は
両
者
決
め
手
に
欠
き
時
間
切
れ
。

延
長
戦
で
は
、
お
互
い
に
慎
重
に
な
り
、

ま
た
し
て
も
決
ま
ら
ず
、
迎
え
た
２
度
目

の
延
長
戦
。
竹
ノ
内
が
一
瞬
の
隙
を
突
い

た
小
手
を
決
め
、
一
本
勝
ち
。
土
壇
場
で

竹
ノ
内
が
土
谷
に
連
勝
し
、
警
視
庁
を
連

覇
へ
導
い
た
。

◎
優
勝
＝
警
視
庁
・
原
田
悟
監
督

「
今
日
の
優
勝
は
選
手
た
ち
の
チ
ー
ム
ワ

■
第
１
部

　

第
１
部
は
７
人
制
で
12
チ
ー
ム
が
参

加
。
順
位
は
12
チ
ー
ム
を
４
組
に
分
け
、

各
組
首
位
の
チ
ー
ム
に
よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
戦
で
競
わ
れ
た
。

　

各
組
首
位
と
な
っ
た
の
は
連
覇
を
狙
う

第 1部

令
和
５
年
度
全
国
警
察
剣
道
大
会

令
和
５
年
度
全
国
警
察
剣
道
大
会
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ニュース　空手道体験会

日
本
武
道
館
中
道
場
で

日
本
武
道
館
中
道
場
で

元
気
い
っ
ぱ
い
空
手
道
体
験
！

元
気
い
っ
ぱ
い
空
手
道
体
験
！

日
本
武
道
館
・
武
道
（
空
手
道
）
体
験
会

武
道
学
園
空
手
道
講
師

岡林俊雄講師

荒川尊祐講師町田直和講師

戸谷和弘講師渡部正人講師

全員で元気いっぱいの「中段突き」

　

今
回
の
空
手
道
体
験
会
は
、
東
京
都
の

補
助
を
得
て
建
設
さ
れ
た
日
本
武
道
館
中

道
場
を
利
用
し
た
都
民
還
元
事
業
と
し
て

実
施
さ
れ
た
。

　

は
じ
め
に
、
岡
林
俊
雄
講
師
が
空
手
道

の
歴
史
や
文
化
な
ど
概
略
を
説
明
。
次

に
、
荒
川
尊
祐
講
師
が
模
範
演
武
と
し

て
、形
（
ク
ー
シ
ャ
ン
ク
ー
）
を
披
露
し
、

そ
の
動
き
に
つ
い
て
解
説
し
た
。
参
加
者

は
鋭
い
動
き
に
見
入
り
、
演
武
が
終
わ
る

と
大
き
な
拍
手
が
上
が
っ
た
。

　

準
備
体
操
の
後
、
戸
谷
和
弘
講
師
の
指

導
で
基
本
動
作
（
突
き
・
蹴
り
）
の
練
習

　

都
内
在
住
・
在
勤
の
未
就
学
児
か
ら
大
人
ま
で
を
対
象
と
し
た
空
手
道
の
体
験
会

（
主
催
＝
日
本
武
道
館
）
が
11
月
２
日
、
日
本
武
道
館
中
道
場
で
行
わ
れ
た
。
広
さ
400

畳
を
誇
る
中
道
場
に
て
、
日
本
武
道
館
武
道
学
園
の
空
手
道
講
師
に
よ
る
指
導
の
も

と
、
36
名
の
参
加
者
が
和
気
あ
い
あ
い
と
空
手
道
体
験
を
楽
し
ん
だ
。

が
行
わ
れ
た
。
初
め
て
体
験
す
る
参
加
者

は
、
講
師
の
動
き
に
合
わ
せ
な
が
ら
、
思

い
思
い
に
体
を
動
か
し
た
。

　

休
憩
後
、
基
本
動
作
を
組
み
合
わ
せ
た

基
本
形
の
練
習
を
行
っ
た
。
初
め
は
、
動

き
の
組
み
合
わ
せ
の
難
し
さ
に
参
加
者
も

戸
惑
っ
て
い
た
が
、
慣
れ
て
く
る
と
大
き

な
声
で
「
エ
イ
ッ
」
と
気
合
を
発
し
、
形

の
演
武
を
楽
し
ん
だ
。

　

最
後
に
岡
林
講
師
が
「
今
日
実
際
に
体

験
し
た
こ
と
を
機
に
、
空
手
道
に
興
味
を

持
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
嬉う
れ

し
い
で
す
」
と

述
べ
、
体
験
会
は
終
了
し
た
。

最後に、参加者全員で記念撮影

初体験の参加者に講師が
丁寧に手ほどきした 楽しみながら空手道体験
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ニュース　速報・日本とニュージーランドを結ぶ武道文化交流事業（オンライン）

　

令
和
５
年
度
日
本
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
を
結
ぶ
武
道
文
化
交
流
事
業
が
11
月
12

日
、
両
国
の
会
場
（
日
本
＝
都
市
セ
ン
タ

ー
ホ
テ
ル
〈
東
京
都
千
代
田
区
〉、
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
＝
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
剣
道
ク

ラ
ブ
道
場
〈
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
・
オ
ネ
フ
ン

ガ
〉）
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
繋つ
な

ぎ
開
催
さ
れ

次
号
、
カ
ラ
ー
グ
ラ
フ
に
て
当
事
業
の

詳
細
を
お
届
け
し
ま
す
。

日本とニュージーランドが
演武を披露し合い、絆深める

令和５年度日本とニュージーランドを結ぶ武道文化交流事業（オンライン）

た
。

　

日
本
側
は
現
代
武
道
９
種
目
の
演
武
披

露
と
天
道
流
薙な
ぎ

刀な
た

術
の
古
武
道
セ
ミ
ナ
ー

を
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
側
は
柔
道
、
剣

道
、
空
手
道
、
合
気
道
、
少
林
寺
拳
法
、

居
合
道
の
６
種
目
の
演
武
な
ど
を
行
っ

た
。
両
国
の
参
加
者
は
ス
ク
リ
ー
ン
を
通

し
て
演
武
を
見
つ
め
、
演
武
後
に
は
活
発

な
質
疑
応
答
を
行
い
、
交
流
を
深
め
た
。

　

な
お
、
両
国
の
交
流
の
模
様
は
動
画
投

稿
サ
イ
ト
「
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
」
で
、
武
道

愛
好
者
を
は
じ
め
と
す
る
世
界
中
の
人
々

へ
向
け
、
ラ
イ
ブ
配
信
さ
れ
た
。

交流の様子が「ユーチューブ」でライブ配信された。
画面左が日本、右がニュージーランドの会場

日本側の会場にて、現代武道９種目の演武披露（左写真・柔道、中央写真・剣道）と
古武道セミナー（右写真・天道流薙刀術）を行った

速報

ニュージーランド側の演武がスクリーンに大きく映し出されたニュージーランド側の会場へ手を振る参加者たち

真剣な表情で演武を見る参加者
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